


和歌⼭に箒？！

1950年頃、先代�深海洋治が⾃宅にて棕櫚
縄の⽣産を開始・創設して以来緑化資材に
携わる会社。さらに2019年からは新しく
箒ブランドとして「Broom�Craft」を⽴
ち上げ、箒をはじめその他掃除⼩物などの
製品も⼿作業で制作している。またこの伝
統を継承していけるよう「職⼈育成プロジ
ェクト」、「Enjoy�Work」を掲げ箒作り
のノウハウや⼿作りの素晴らしさを伝えて
いる。
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−和歌⼭で箒なんて作ることができるのだろうか−

深海産業



きっかけ

伝統を継承していく

製品をひとつひとつ丁寧に制作
し、熱い思いがこもったものば
かり。箒に関しては誰がどのほ
うきを作ったのか⽇々丁寧に思
いを込めて作っている職⼈の⽬
には、違いがわかるのだそう。
また箒の繊維が抜けやすいとの
クレームからどう⼯夫すると繊
維の抜けにくい箒ができるのか
試⾏錯誤を繰り返した結果、現
在特許出願ができるような耐久
性のある箒へと⽣まれ変わっ
た。

新商品の開発に取り組むため、全国の職⼈を訪ね
ているとき京都にある「内藤商店」の⼥将さんか
らの依頼がきっかけ。それは消滅した「シダ箒」
を復活させてほしいというもの。（京都では通称
「京箒」「庭箒」）京箒を⼀から解体し約半年か
けて完成させ、深海産業独⾃ブランド「国産棕櫚
箒」を開発した。

箒を触った感想

深海産業は創業七⼗年も続く。しかも「京箒」も古くからある箒だ。「伝統」と聞いて固いイメージ
はわかないだろうか。昔からの作り⽅、ノウハウを崩さすに完全コピーをする。しかし深海さんは
「伝統を『今⾵』にしている。」と⾔う。「今⾵」とは何かと質問してみると今⾵とは昔ながらの型
にピッタリとはまったものではなく時代に沿った「今⾵」の製品を創っているとおっしゃった。箒職
⼈の⼈数が減る現代。しかしこのような製品をここで途切らせてはいけない。ここからさらに深化す
る深海産業の製品を⼀度⼿に取ってみてはどうか。

和歌⼭と⾔えば、梅や有⽥みかん、ももなどが有名だがそこに「棕櫚・シダ箒」が⼊る⽇を⽬標に深
海産業の職⼈のみんなさんは作業をしていた。⼀⼈ひとりが丁寧に丁寧に作業をしている様⼦がとて
も印象的で、その分製品も美しい。
私達も実際にブラシづくりを体験させていただいた。⼀⾒⻑年の経験がないと素⼈には到底難しそう
だったが、特別難しいわけでもなく中学⽣の私達でも作ることができた。そこからものを作ることの
楽しさを知ることができた。その様⼦を⾒て深海さんはこうおっしゃる。

・箒にコシがある
・しかし柔らかい
・⽑⼀本⼀本が隅々まで届きゴミを
 ⼀気にかき出すことができる

私達も箒を触らせてもらった。

「まずはたくさんの⼈にものづくりの楽しさを知ってもらう、
そこから興味を持ってほしい。」


